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　はじめに

　生態系の中で動物は被食者と捕食者の関係でつ

ながり，食物連鎖や食物網をつくっている．ヘビ

類はその中で，二次もしくは三次消費者として重

要な位置を占めている．また環境の変化に敏感に

反応するため，その生息状況は環境の自然度をは

かる目安になっており，生態調査では重要な指標

生物である．そのこともあり環境影響評価のため

の生態系調査には，欠かせない分類群の一つであ

る．

　ヘビ類は種別にみて生息密度に大きな違いがあ

り，生態学的に未知の部分が多い．また調査時に

遭遇する機会が少なく偶然性が強いため，詳細な

情報が得にくく，定量的な調査が困難な分類群と

いえる．現在のところ便宜上やや多い，普通，や

や少ない，極小という表現が一般的である．

　陸生の日本産爬虫類相は日本列島と琉球列島

（南西諸島）で大きく変わる．琉球列島と日本列

島の 2 つの地域の生物の分布境界は，奄美大島と

九州の間のトカラ列島（悪石島と宝島・子宝島の

間）にあり，渡瀬線という名称で知られている．

区系生物地理学では，この渡瀬線から北側の日本

列島を旧北区，これより南の琉球列島側を東洋区

としている．旧北区と東洋区にまたがる鹿児島県

は，両区のヘビ相をもつため，国内最多の種（4

科 10 属 16 種 2 亜種）が生息する地域といわれて

いる．また鹿児島県は南北 600 km，東西 300 km

と広範囲で島嶼が多いのも特徴といえる．

　国内のヘビ類を含む爬虫類相については，中村・

上野（1976），疋田（1989），環境庁（1993）が詳

しく，鹿児島県内のヘビ相については，鮫島（1983, 

1985, 1986, 1989, 1991, 1994, 1995, 1996, 1997, 

1998, 1999）がある．

　鹿児島県内のヘビ相を把握し，これらの種の地

域絶滅の要因を究明し対処することは，生物多様

性の保全に貢献することにつながる．

　今回は鹿児島県内に生息するヘビの仲間で，海

に棲むウミヘビ類を除いた陸生のヘビ類を対象と

した．

　材料と方法

陸生小動物の生態調査は，両生類，爬虫類，哺

乳類を一括りにして，両・爬・哺調査として環境

調査の対象にする慣例がある．本論文でのヘビ類

に関する記録のほとんどは両・爬・哺調査時のも

のである．

調査方法は見つけ取り法である．目視だけに

よる種名の決定は誤同定の要因となるため，捕獲

し詳細に検索することが義務付けられている．調

査では調査地をくまなく歩き，発見したら必ず捕

獲し，種の同定や特徴を確認した後に放逐した．

ヘビ類は種によって生息密度に差があり，そ

の発見には偶然性も強いため，本報告のデータは

第一著者の調査活動期間である昭和 44 年（1969

年）から平成 25 年（2013 年）までの 44 年間の

鹿児島の陸生ヘビ類の分布と生態
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集積である．また著者らが未調査の島嶼や地域は

文献調査により補足した．報告したヘビ類の種名，

学名および分類体系は「日本産野生生物目録」（環

境庁，1993）に準拠した．鹿児島県内の島嶼の位

置関係については図 1 に示した．

　結果

鹿児島県内には 4 科 10 属 16 種 2 亜種のヘビ

類が生息する．鹿児島県内におけるヘビ類の分布

概況を表 1 に示す．ここでは既存の文献記録も反

映されるように配慮した．筆者らが確認した種は

●印，文献記録は白抜きの○印，生息の可能性は

あるが確かな記録がない種は？印にした．かつて

生息していても何らかの原因で激減，絶滅した種

や，古い文献資料の一部には信憑性に欠けるもの

があるため，これからの作業で改善を進めたい．

鹿児島県内に生息するヘビ類について，観察

事例などを加え分布，形態，生態について表 2 に

示し，生態写真を図 2 に示した．

鹿児島県内に生息するヘビ類の分類について，

科・属・種・亜種の分類階級別に以下に整理した．

Typhlopidaeメクラヘビ科　本科は全世界の熱帯

地方に広く分布する．日本では琉球列島全域と鹿

児島県本土の南部地域の無霜地帯に 1 属 1 種が分

布する．

Ramphotyphlopsメクラヘビ属　この仲間は熱帯

域を中心に，汎世界的に分布する．

　R. braminus (Daudin, 1803) メクラヘビ

Colubridaeへビ科　本科は現生のヘビの総種数

のほぼ 2/3 を含む大きい科である．鹿児島県内に

は 6 属 11 種が分布する．

Achalinusタカチホヘビ属　本属は東アジア地域

に分布している．ヘビ類の中では日本本土と琉球

列島に共通する数少ない属の 1 つといえる．

　Achalinus spinalis Peters, 1869 タカチホヘビ

　A. Werneri van Denburgh, 1912 アマミタカチホヘビ

Elapheヘビ属　本属は分類学的に混乱しており，

将来いくつかの属または亜属に細分される可能性

がある．

Elaphe quadrivirgata (Boie, 1826) シマヘビ

E. conspicillata (Boie, 1826) ジムグリ

E. climacophora (Boie, 1826) アオダイショウ

Opheodrysアオヘビ属　本属は分類学的に混乱し

ている．日本産のアオヘビ類はアオヘビ属の 1 属

にまとめられている．

Opheodrys semicarinatus (Hallowell, 1860) リュウ

キュウアオヘビ

Dinodonマダラヘビ属　本属は 10 種近くが知ら

れ，日本，中国，インドシナの北部，ヒマラヤ東

部などに分布する．

Dinodon semicarinatus (Cope, 1860) アカマタ

D. orientalis (Hilgendorf, 1880) シロマダラ

Natrixユウダ属　本属は東南アジアを中心に広域

に分布し，北は朝鮮，樺太にまで分布域が広がる．

Natrix vibakari vibakari (Boie, 1826) ヒバカリ

N. pryeri pryeri (Boulenger, 1887) ガラスヒバァ

Rhabdophisヤマカガシ属　本属は日本，朝鮮半

島，シベリア東南部，中国，フィリッピン，イン

ドシナ，マレーシア，ヒマラヤ東南部などに分布

し，10 種ほどが知られている．日本には次の 1

種が分布する．

Rhabdophis tigrinus tigrinus (Boie, 1826) ヤマカガシ

Elapidaeコブラ科　本科はアジアの熱帯地方と

オーストラリアに多くの種が生息するが，アフリ

カや南北アメリカなどにも広く分布し，コブラの

ような毒蛇を含む．日本には 1 属 2 亜種が分布し

図 1．南西諸島と薩南諸島の位置．
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ている．

Calliophisワモンベニヘビ属　本属は台湾，フィ

リピン，中国南部，東南アジアなどに分布する．

コブラと同じ神経毒をもつ．奄美大島にはヒャン，

徳之島と沖縄諸島にはハイが分布しており，それ

ぞれ亜種として扱われている．

Calliophis japonicas japonicas Günther, 1868 ヒャン

C. j. boettgeri Fritze, 1894 ハイ

Viperidaeクサリヘビ科　本科はオーストラリア

を除く全世界に広く分布する．

Agkistrodonマムシ属　本属は 10 種ほどが知られ

ており，インドから東南アジアにかけての地域が

分布の中心である．その他にはヨーロッパ東部か

ら日本まで分布しているマムシ，北アメリカから

中央アメリカにかけて分布しているアメリカマム

シがある．

Agkistrodon blomhoffii (Boie, 1826) マムシ

Trimeresurusハブ属　本属は東南アジアを中心に

分布し，北は琉球列島の小宝島まで広がっている．

また琉球列島の地史と深い関わりのある動物とし

て，地質学の分野でもよく引用される．

Trimeresurus okinavensis Boulenger, 1892 ヒメハブ

T. flavoviridis flavoviridis (Hallowell, 1860) ハブ

T. f. tokarensis Nagai, 1928 トカラハブ

　考察

　生息分布の特異性　分布特性によって現在の鹿

児島産のヘビ類は次の 4 グループに区分される．

①タカチホヘビ，ヤマカガシ，マムシおよびヒメ

ハブは，日本列島と中国大陸でなんらかの系統的

な関連をもつ種（大陸にも同亜種が分布するもの，

別亜種が大陸に分布するもの，姉妹種が大陸に分

布するもの）である．②シマヘビ，ジムグリ，ア

オダイショウ，ヒバカリおよびシロマダラは，日

本列島（旧北区系）の固有種．③リュウキュウア

オヘビ，アカマタ，ガラスヒバァ，ヒャン，ハイ，

ハブ，トカラハブおよびアマミタカチホヘビは，

奄美群島（東洋区系）の固有種．④メクラヘビは

汎世界的分布を示す種である．

　蛇の体型　ヒメハブやマムシは体型が太短型，

ガラスヒバァは普通のヘビ型，細長型，そしてメ

クラヘビ，ヒャン，ハイは頸のくびれのない蛇で

ある．

　尾の形態　メクラヘビ，ヒャン，ハイは，尾が

短く，その先端は円錐状（ボールペンの先のよう

な形）に尖る．これらの種は尾部先端をスルスル

と土の中へ潜り込ませ，体を後方へ推し進め，土

の中に潜り込むのに大変有利な形態と能力をも

ち，ミミズを餌としている．尾部の形態は食性と

行動によく適応している．

　幼体と成体の模様の違い　シマヘビ，アオダイ

ショウ，ジムグリは成長に伴い体の模様が著しく

変化する．シマヘビやアオダイショウの幼蛇の体

には，はしご状の斑紋が並ぶ．これはマムシの模

様に擬態していると思われる．またジムグリの幼

蛇は鮮やかな色彩の模様をもち，これはわざと目

立つことで身を守る警告色といえる．

　体色の個体変異　ヘビ類には体色の個体変異が

みられるため，外形や色彩による目視だけの同定

は当てにはならない．黒化型の変異がでる種はシ

マヘビが最も多く，次いでトカラハブ，稀ではあ

るがハブやヤマカガシでみられる．成体の模様や

色彩の変異が多いのはシマヘビである．

　食性と生息環境の関係　ヤマカガシ，ガラスヒ

バア，ヒバカリ，ヒメハブおよびマムシは，湿地

や水辺を好む．いずれの種もカエルを捕食する．

シマヘビ，ジムグリおよびシロマダラなどは，や

や乾燥した環境を好み，ネズミもしくはトカゲな

どを食する．当然のことであるが食性と生息環境

は密接に関係する．

　樹上性と地上性　奄美大島産のハブは地上でみ

られることが多いが，徳之島産のハブは樹上が多

い．その理由としては，奄美大島は地上を這う餌

生物が豊富であるが，徳之島はやや乾燥気味で地

上を這う餌生物が少なく，樹上の小鳥類が主な餌

であるからと思われる．またトカラ列島の宝島に

生息するトカラハブは，鳥類の渡りの時期（春の

渡り・秋の渡り）に樹上に登る傾向がある．

　夜行性と昼行性　動物の習性を現す用語に昼行

性と夜行性がある．一般的にシマヘビ，アオダイ

ショウ，ジムグリ，リュウキュウアオヘビおよび
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て
い

る
．

鱗
は

ビ
ー

ズ
状

で
，

光
沢

が
あ

る
．

尾
部

の
腹

面
の

尾
下

板
・

肛
板

は
は

し
ご

状
．

夜
行

性
で

，主
に

森
林

の
林

床
や

石
の

下
な

ど
で

み
つ

か
る

．
車

に
引

か
れ

た
個

体
が

み
つ

か
る

こ
と

も
あ

る
．

地
面

に
よ

く
潜

り
，

主
に

ミ
ミ

ズ
な

ど
を

食
べ

て
い

る
．

鹿
児

島
県

本
土

の
確

認
事

例
は

，
①

渓
流

沿
い

の
堆

積
し

た
落

ち
葉

の
下

．
②

林
道

沿
い

の
土

砂
崩

れ
現

場
の

砂
礫

の
下

で
あ

っ
た

．

ア
マ

ミ
タ

カ
チ

ホ
ヘ

ビ
固

有
種

．
奄

美
大

島
・

徳
之

島
・

沖
縄

島
・

渡
嘉

敷
島

だ
け

に
分

布
．

全
長

は
20

–5
5c

m
で

，
ス

マ
ー

ト
な

体
形

を
し

て
い

る
．

体
色

は
，

灰
色

が
か

っ
た

黒
で

，
腹

面
は

黄
色

に
な

っ
て

い
る

．著
者

ら
の

幼
蛇

の
観

察
で

は
白

灰
色

が
か

っ
た

黄
色

で
，

尾
下

板
・

肛
板

は
は

し
ご

状
．

陰
湿

な
森

林
の

中
な

ど
を

好
ん

で
す

み
，

朽
木

や
腐

植
物

質
な

ど
の

下
で

み
つ

か
る

．地
面

に
潜

っ
て

い
る

こ
と

が
多

く
，

ミ
ミ

ズ
を

食
べ

て
い

る
よ

う
で

あ
る

．

徳
之

島
の

確
認

例
で

は
，

湿
地

の
周

縁
部

の
堆

積
し

た
落

ち
葉

の
下

で
確

認
し

た
．

シ
マ

ヘ
ビ

日
本

列
島

固
有

種
．

北
海

道
，

本
州

，
四

国
，

九
州

と
そ

の
周

辺
の

島
々

に
分

布
す

る
．

全
長

は
80

–1
80

cm
で

，
シ

マ
ヘ

ビ
の

名
の

よ
う

に
，

地
色

の
淡

褐
色

に
黒

褐
色

の
4

本
の

筋
が

走
る

．
体

色
の

変
異

は
広

く
，

全
身

真
っ

黒
な

個
体

も
あ

る
．

幼
蛇

の
体

色
は

，
親

と
か

な
り

異
な

り
，

背
中

側
の

地
色

は
灰

色
な

い
し

赤
み

が
か

っ
た

茶
色

．

食
性

は
幅

が
広

く
，

主
に

カ
エ

ル
類

と
ト

カ
ゲ

類
を

食
べ

る
が

，
鳥

類
や

哺
乳

類
も

捕
食

す
る

．
7–

8
月

に
4–

15
個

を
産

卵
す

る
．

子
蛇

は
40

–5
0

日
で

孵
化

す
る

．
ア

オ
ダ

イ
シ

ョ
ウ

や
ジ

ム
グ

リ
と

比
較

し
，

攻
撃

性
の

強
い

種
で

あ
る

．

鹿
児

島
県

内
の

農
耕

地
・

河
川

敷
・

原
野

で
の

確
認

が
最

も
多

い
種

で
あ

る
．

全
身

真
っ

黒
な

個
体

は
カ

ラ
ス

蛇
と

よ
ば

れ
る

．

ジ
ム

グ
リ

日
本

列
島

固
有

種
．

北
海

道
，

本
州

，
四

国
，

九
州

と
周

辺
の

島
々

に
分

布
す

る
．

対
馬

に
も

分
布

す
る

．

全
長

80
–1

20
cm

で
，

背
面

は
淡

褐
色

で
，

小
さ

な
黒

い
点

が
散

在
し

，
腹

面
は

ク
リ

ー
ム

色
の

地
に

黒
い

斑
紋

が
チ

ェ
ッ

ク
状

に
並

ぶ
．

幼
蛇

の
背

面
は

，
鮮

や
か

な
オ

レ
ン

ジ
色

な
い

し
赤

褐
色

の
地

に
，

黒
褐

色
の

斑
点

や
横

帯
が

並
び

，
頭

に
は

逆
Ⅴ

字
型

の
模

様
．

人
家

の
そ

ば
に

は
出

没
せ

ず
，

草
地

や
笹

原
，

畑
，

山
地

に
生

息
．

食
性

は
鼠

食
い

で
，

ジ
ム

グ
リ

の
名

の
よ

う
に

，
鼠

の
巣

穴
に

潜
り

こ
ん

で
，

ハ
タ

ネ
ズ

ミ
や

ヒ
ミ

ズ
・

モ
グ

ラ
な

ど
の

小
型

哺
乳

類
を

捕
食

し
て

い
る

．
5–

6
月

が
交

尾
期

で
，

7–
8

月
に

2–
8

個
の

卵
を

産
む

．
幼

蛇
は

47
–5

5
日

で
孵

化
す

る
．

鹿
児

島
県

本
土

・
屋

久
島

の
調

査
で

は
農

耕
地

・
河

川
敷

・
原

野
で

稀
に

み
ら

れ
る

が
，

シ
マ

ヘ
ビ

・
ア

オ
ダ

イ
シ

ョ
ウ

と
比

較
し

て
，

多
い

蛇
で

は
な

い
．

ア
オ

ダ
イ

シ
ョ

ウ
日

本
列

島
固

有
種

．
北

海
道

，
本

州
，

四
国

，
九

州
と

周
辺

の
島

々
に

分
布

す
る

．
対

馬
に

も
分

布
す

る
．

日
本

列
島

産
で

は
最

大
の

蛇
で

，
全

長
10

0–
20

0c
m

．
全

身
の

地
色

は
オ

リ
ー

ブ
色

で
，

暗
褐

色
の

不
明

瞭
な

4
本

の
縞

が
あ

る
．

幼
蛇

は
成

体
と

体
色

が
異

な
り

，
は

し
ご

状
の

斑
紋

が
並

ん
で

い
る

た
め

，
マ

ム
シ

や
シ

ロ
マ

ダ
ラ

と
間

違
え

ら
れ

る
．

主
に

ネ
ズ

ミ
な

ど
の

哺
乳

類
と

鳥
類

を
捕

食
す

る
．

こ
の

た
め

，
人

家
に

も
棲

み
つ

い
て

い
る

．
人

間
の

一
番

身
近

に
い

る
蛇

で
，

木
に

も
よ

く
登

る
．

5–
6

月
が

交
尾

期
で

，
7–

8
月

に
4–

17
個

の
卵

を
産

む
．幼

蛇
は

約
2 ヵ

月
で

孵
化

す
る

．
孵

化
し

た
ば

か
り

の
幼

蛇
は

全
長

40
cm

程
度

で
あ

る
．

鹿
児

島
県

本
土

で
は

，
人

間
の

生
活

域
で

の
確

認
で

あ
る

．
生

息
数

は
，

近
年

は
減

少
傾

向
に

あ
り

，
調

査
で

は
，

ほ
と

ん
ど

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

．
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 2
．

続
き

．
鹿

児
島

県
内

に
生

息
す

る
陸

生
ヘ

ビ
類

に
つ

い
て

．
種

（
亜

種
）

分
布

形
態

生
態

備
考

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

ア
オ

ヘ
ビ

固
有

種
．

宝
島

・
奄

美
諸

島
か

ら
沖

縄
諸

島
，

久
米

島
ま

で
，

ほ
と

ん
ど

各
島

に
分

布
し

て
い

る
．

体
長

は
60

–9
0c

m
．

背
面

は
灰

色
か

つ
た

黄
褐

色
で

，
尾

方
に

向
か

っ
て

色
調

が
暗

く
な

り
，

2
条

ま
た

は
4

条
の

暗
色

縦
条

を
そ

な
え

て
い

る
個

体
が

多
い

．
体

色
に

は
変

異
が

多
く

，
緑

が
か

っ
た

個
体

か
ら

全
体

に
黒

っ
ぽ

い
も

の
ま

で
あ

る
．

森
林

や
草

地
に

も
い

る
が

，
特

に
水

辺
の

草
む

ら
に

多
い

．
昼

間
普

通
に

み
ら

れ
る

蛇
の

一
つ

で
，

森
林

や
草

地
に

も
い

る
が

，
と

く
に

水
辺

の
草

む
ら

に
多

い
．

食
性

は
ミ

ミ
ズ

を
食

べ
る

．
宝

島
で

道
路

に
散

在
す

る
落

ち
葉

の
堆

積
物

に
潜

り
込

ん
で

は
数

分
で

出
て

き
て

，
次

の
堆

積
物

に
潜

り
込

ん
で

い
く

行
動

を
観

察
し

た
．

著
者

の
観

察
事

例
で

は
，

宝
島

産
の

本
種

は
，

成
体

の
ほ

と
ん

ど
が

60
cm

前
後

で
あ

り
，

奄
美

本
島

・
そ

の
他

の
島

々
と

の
比

較
で

は
矮

性
傾

向
が

み
ら

れ
る

．

ア
カ

マ
タ

固
有

種
．

奄
美

諸
島

・
沖

縄
諸

島
に

分
布

す
る

．
体

長
は

80
–2

00
cm

前
後

の
大

型
の

蛇
．

背
面

は
赤

褐
色

で
大

き
な

黒
斑

の
列

を
備

え
，

腹
面

は
黄

白
色

で
赤

と
黒

の
大

き
な

文
様

が
目

立
つ

美
し

い
蛇

．

ご
く

普
通

に
み

ら
れ

る
．

夜
行

性
で

，
地

上
で

活
動

す
る

．
食

性
は

幅
が

広
く

，
カ

エ
ル

類
・

ト
カ

ゲ
類

・
魚

類
・

小
鳥

類
・

ネ
ズ

ミ
類

な
ど

を
食

べ
る

．
性

質
は

粗
く

地
元

で
は

マ
ッ

タ
ブ

と
呼

ば
れ

，
ハ

ブ
を

食
う

ヘ
ビ

と
し

て
知

ら
れ

る
．

本
種

の
特

徴
の

一
つ

に
独

特
の

体
臭

が
あ

り
，

強
烈

な
腐

敗
臭

を
放

つ
．

夜
間

調
査

で
確

認
さ

れ
る

最
も

多
い

種
で

あ
る

．
シ

ロ
マ

ダ
ラ

固
有

種
．

本
州

・
四

国
・

九
州

に
分

布
し

て
い

る
．

体
長

は
30

–7
0c

m
前

後
の

小
型

の
蛇

．
背

面
は

淡
灰

褐
色

ま
た

は
灰

褐
色

．
胴

に
40

個
内

外
，

尾
に

15
–2

0
個

ぐ
ら

い
の

黒
褐

色
の

横
帯

が
あ

る
．

体
色

・
模

様
か

ら
，

ア
オ

ダ
イ

シ
ョ

ウ
の

幼
蛇

が
本

種
と

よ
く

間
違

わ
れ

る
．

食
性

は
，

主
に

爬
虫

類
食

で
，

ト
カ

ゲ
・

カ
ナ

ヘ
ビ

な
ど

の
ト

カ
ゲ

類
と

小
型

の
ヘ

ビ
類

を
食

べ
る

．
夏

に
2–

9
個

の
卵

を
産

む
．

生
態

は
夜

行
性

で
昼

間
は

全
く

活
動

し
な

い
蛇

で
あ

る
．

観
察

例
と

し
て

，
盛

夏
の

早
朝

，
畦

で
休

息
す

る
個

体
．

夜
間

の
雨

の
中

を
移

動
す

る
屋

久
島

の
個

体
．

古
い

倉
庫

の
敷

板
の

下
で

分
散

し
た

状
態

で
，

数
個

体
同

時
に

確
認

し
た

．
ヒ

バ
カ

リ
日

本
列

島
固

有
亜

種
．

本
州

，
四

国
，

九
州

と
周

辺
の

島
々

に
分

布
す

る
．

全
長

は
40

–5
0c

m
で

，
お

と
な

し
い

蛇
で

あ
る

．
背

面
は

褐
色

で
，

腹
面

は
黄

褐
色

，
頭

部
は

や
や

黒
ず

み
が

か
っ

て
い

て
，

頸
の

両
側

に
黄

色
い

斑
紋

が
あ

る
．

タ
カ

チ
ホ

ヘ
ビ

と
間

違
わ

れ
る

．

田
ん

ぼ
や

池
な

ど
の

水
辺

で
，

よ
く

み
ら

れ
る

．
食

性
は

，
カ

エ
ル

や
オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

，
魚

，
ミ

ミ
ズ

な
ど

食
べ

る
．

7–
8

月
に

2–
10

個
の

卵
を

産
む

．

亜
種

と
し

て
長

崎
県

の
男

女
群

島
か

ら
ダ

ン
ジ

ョ
ヒ

バ
カ

リ
，

朝
鮮

半
島

，
沿

海
州

に
タ

イ
リ

ク
ヒ

バ
カ

リ
と

い
う

亜
種

が
知

ら
れ

て
い

る
．

ガ
ラ

ス
ヒ

バ
ァ

固
有

種
．

奄
美

・
沖

縄
諸

島
に

分
布

．
亜

種
と

し
て

宮
古

島
に

は
ミ

ヤ
コ

ヒ
バ

ア
，

八
重

山
諸

島
に

は
ヤ

エ
ヤ

マ
ヒ

バ
ア

が
生

息
す

る
．

全
長

75
–1

10
cm

前
後

の
中

型
の

蛇
．

背
面

は
や

や
緑

が
か

っ
た

黒
褐

色
に

黄
色

の
細

い
横

帯
が

あ
る

．
尾

長
指

数
(3

1)
で

尾
が

か
な

り
長

い
．

尾
が

長
い

せ
い

か
，

捕
獲

し
た

と
き

尾
が

切
れ

て
い

る
個

体
が

多
い

．

森
林

か
ら

集
落

付
近

ま
で

，
ど

こ
で

も
普

通
に

み
ら

れ
る

．
特

に
湿

地
や

田
の

畦
な

ど
水

の
あ

る
場

所
を

好
む

よ
う

で
あ

る
．

昼
で

も
夜

で
も

活
動

す
る

．
水

面
を

上
手

に
泳

ぐ
蛇

で
あ

る
．

食
性

は
カ

エ
ル

類
で

ヌ
マ

ガ
エ

ル
・

リ
ュ

ウ
キ

ュ
ウ

カ
ジ

カ
ガ

エ
ル

な
ど

で
あ

り
，オ

タ
マ

ジ
ャ

ク
シ

も
食

べ
る

．

ガ
ラ

ス
( カ

ラ
ス

) の
よ

う
に

黒
い

ヘ
ビ

( ヒ
バ

ア
) と

い
う

意
味

の
方

言
に

ち
な

ん
だ

名
前

で
あ

る
．

生
息

地
は

，
鹿

児
島

県
本

土
の

ヤ
マ

カ
ガ

シ
の

生
息

環
境

に
似

る
．

ヤ
マ

カ
ガ

シ
本

州
，

四
国

，
九

州
と

周
辺

の
島

々
に

分
布

す
る

．
大

陸
で

は
沿

海
州

，
朝

鮮
半

島
，

中
国

東
南

部
の

タ
イ

リ
ク

ヤ
マ

カ
ガ

シ
，

台
湾

の
タ

イ
ワ

ン
ヤ

マ
カ

ガ
シ

の
亜

種
が

あ
る

．

全
長

は
60

–1
60

cm
で

，
背

面
は

，
褐

色
の

地
色

に
黒

斑
が

入
り

交
じ

り
，

頸
に

は
大

き
な

黒
斑

と
黄

色
い

帯
が

あ
る

．
若

い
個

体
で

は
，

こ
の

模
様

は
は

っ
き

り
し

て
い

る
．

年
齢

を
重

ね
た

成
体

で
は

，
模

様
は

不
明

瞭
に

な
り

，
全

体
的

に
褐

色
に

な
る

．
ま

た
，

こ
の

模
様

に
も

変
異

が
あ

っ
て

，
赤

斑
の

出
な

い
も

の
な

ど
が

あ
る

．

頸
の

皮
膚

の
下

に
は

，
頸

腺
と

い
う

毒
腺

が
あ

り
，

皮
膚

が
破

れ
る

と
毒

液
が

出
て

く
る

．
ま

た
，

上
顎

の
奥

に
ナ

イ
フ

状
の

大
き

な
牙

が
あ

り
毒

液
が

傷
口

に
入

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
．

頸
の

毒
は

，
敵

か
ら

身
を

守
る

た
め

，
牙

の
毒

は
，

餌
を

動
け

な
く

す
る

の
に

役
立

っ
て

い
る

と
さ

れ
て

い
る

．
食

性
は

，
カ

エ
ル

食
い

，
魚

も
食

べ
る

．
交

尾
は

春
よ

り
も

秋
に

多
く

み
ら

れ
，

初
夏

に
8–

30
個

の
卵

を
産

む
．

鹿
児

島
県

本
土

で
は

，
田

ん
ぼ

や
池

，
川

な
ど

の
水

辺
で

最
も

普
通

に
み

ら
れ

る
蛇

で
あ

る
．

　
自

宅
の

犬
小

屋
で

の
行

動
で

，
犬

に
追

い
つ

め
ら

れ
頸

の
部

分
を

広
げ

て
，

頭
を

下
げ

る
独

特
の

威
嚇

姿
勢

を
観

察
し

た
．

ヒ
ャ

ン
ヒ

ャ
ン

固
有

亜
種

．
奄

美
大

島
と

そ
の

属
島

( 加
計

呂
麻

島
・

与
路

島
・

請
島

) に
分

布
．

コ
ブ

ラ
科

の
毒

蛇
で

あ
り

，
毒

性
は

中
枢

神
経

毒
で

あ
る

．

全
長

は
30

–6
0c

m
前

後
の

小
型

で
美

し
い

蛇
で

あ
る

．
背

面
は

オ
レ

ン
ジ

色
，

腹
面

は
黄

白
色

，
背

面
中

央
に

一
本

の
細

い
縦

条
が

あ
り

，
さ

ら
に

数
個

の
幅

広
い

黒
色

黄
帯

が
あ

る
．

尾
は

短
く

，
尾

端
は

円
錐

状
( ボ

ー
ル

ペ
ン

の
先

の
よ

う
な

形
) に

尖
る

．
小

型
で

美
し

い
蛇

だ
が

，
土

地
の

人
は

こ
の

蛇
を

恐
れ

て
い

る
．

捕
獲

す
る

と
，

尾
の

先
端

を
押

し
付

け
る

行
動

を
と

る
．

土
地

の
人

は
こ

の
行

動
を

，
尾

の
先

の
毒

針
で

刺
す

と
恐

れ
て

い
る

．
し

か
し

，
そ

の
機

能
は

な
い

．
地

中
に

潜
っ

て
い

く
行

動
は

，
メ

ク
ラ

ヘ
ビ

に
似

て
，

尾
の

先
を

ス
ル

ス
ル

と
土

の
中

へ
潜

り
込

ま
せ

姿
を

隠
す

．
文

献
で

は
夜

行
性

で
昼

間
は

全
く

活
動

し
な

い
と

あ
る

．
食

性
は

小
型

の
ト

カ
ゲ

類
や

ミ
ミ

ズ
等

で
あ

る
．

極
稀

な
蛇

で
あ

る
．

著
者

の
観

察
例

で
は

真
昼

に
活

動
す

る
個

体
を

み
て

い
る

(1
3

時
，

龍
郷

町
の

集
落

地
の

草
地

，
晴

天
) ．

こ
れ

ま
で

の
4

回
の

確
認

例
か

ら
生

態
は

，
山

地
か

ら
平

地
ま

で
生

息
し

，
昼

で
も

夜
で

も
活

動
す

る
．
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ハ
イ

固
有

亜
種

．
徳

之
島

・
沖

縄
諸

島
に

分
布

．
ハ

イ
と

ヒ
ャ

ン
は

分
類

学
的

に
は

同
一

種
と

さ
れ

，亜
種

と
し

て
分

け
て

い
る

．
ヒ

ャ
ン

と
同

じ
で

，
美

し
い

蛇
で

あ
る

．

全
長

は
30

–5
5c

m
前

後
の

小
型

で
美

し
い

蛇
で

あ
る

．
背

面
は

オ
レ

ン
ジ

色
，

腹
面

は
黄

白
色

．
3–

5
本

の
黒

い
縦

条
が

あ
り

，
さ

ら
に

，
そ

の
縦

条
を

中
断

す
る

細
い

横
帯

が
あ

る
．

尾
は

短
く

，
尾

端
は

錐
状

( ボ
ー

ル
ペ

ン
の

先
の

よ
う

な
形

) に
尖

る
．

小
型

で
美

し
い

蛇
だ

が
，

毒
性

は
中

枢
神

経
毒

で
あ

り
，

土
地

の
人

は
こ

の
蛇

を
恐

れ
て

い
る

．

文
献

で
は

夜
行

性
で

昼
間

は
全

く
活

動
し

な
い

と
あ

る
が

，
著

者
の

観
察

例
で

は
真

昼
に

活
動

す
る

個
体

を
み

て
い

る
( ①

夏
，

15
時

，
晴

天
，

徳
之

島
井

ノ
川

岳
稜

線
・

②
秋

，
10

時
，

曇
天

，
徳

之
島

三
京

林
道

・
③

秋
，

徳
之

島
町

の
集

落
地

の
草

地
，

晴
天

) ．
こ

れ
ま

で
の

3
回

の
確

認
例

か
ら

生
態

は
，

山
地

か
ら

平
地

ま
で

生
息

し
，

昼
で

も
夜

で
も

活
動

す
る

．食
性

は
小

型
の

ト
カ

ゲ
類

や
ミ

ミ
ズ

等
で

あ
る

．

極
稀

な
蛇

で
あ

る
．

著
者

の
観

察
例

3
例

と
も

晴
天

の
昼

間
で

あ
る

が
，

夜
間

，
森

林
内

に
は

調
査

に
入

ら
な

い
の

で
確

認
例

が
な

い
の

で
あ

り
，

夜
間

，
活

発
に

活
動

し
て

い
る

か
も

し
れ

な
い

．

マ
ム

シ
北

海
道

，
本

州
，

四
国

，
九

州
と

周
辺

の
島

々
に

分
布

す
る

．
大

陸
の

沿
海

州
，

朝
鮮

半
島

と
中

国
南

部
に

は
別

亜
種

の
タ

ン
ビ

マ
ム

シ
が

い
る

．

全
長

40
–5

0c
m

，
雌

の
方

が
や

や
大

き
く

な
る

．
太

短
い

蛇
で

，
尾

も
短

く
，

顎
が

張
り

出
し

て
い

る
．

背
面

は
，

淡
褐

色
の

地
に

黒
褐

色
の

銭
形

の
模

様
が

特
徴

的
で

，
模

様
や

色
彩

に
は

変
異

が
あ

る
．

幼
蛇

で
は

尾
の

先
端

が
黄

色
で

あ
る

が
，

成
長

す
る

と
こ

の
色

は
失

わ
れ

る
．

山
地

の
草

む
ら

や
林

の
中

，
谷

間
な

ど
で

み
ら

れ
る

．
水

辺
を

好
む

よ
う

で
あ

る
．食

性
の

幅
は

広
く

，カ
エ

ル
・

ト
カ

ゲ
・

鳥
・

ネ
ズ

ミ
な

ど
を

食
べ

る
．

鼻
孔

と
眼

の
間

に
は

，
赤

外
線

を
感

じ
る

ピ
ッ

ト
器

官
と

い
う

凹
み

が
あ

り
，

餌
の

体
温

を
感

じ
る

．
日

本
列

島
産

蛇
類

で
，

唯
一

胎
生

で
2–

13
頭

の
子

供
を

産
む

．

鹿
児

島
県

本
土

・
屋

久
島

で
は

普
通

に
み

か
け

，
特

に
，

種
子

島
は

生
息

密
度

が
高

い
．

鹿
児

島
県

内
で

は
谷

津
田

(
迫

田
)環

境
や

杉
林

な
ど

の
人

工
林

に
多

い
．

ヒ
メ

ハ
ブ

 
固

有
種

．
奄

美
大

島
と

そ
の

属
島

・
徳

之
島

・
沖

縄
諸

島
．

全
長

30
–8

0c
m

で
，

体
型

は
，

小
さ

く
て

ず
ん

ぐ
り

し
て

い
る

．
体

色
は

赤
褐

色
・

灰
褐

色
・

暗
褐

色
と

変
異

が
あ

り
，

普
通

は
体

の
背

面
が

黄
褐

色
ま

た
は

灰
褐

色
で

，
暗

褐
色

の
大

き
な

斑
紋

が
あ

り
，腹

面
は

暗
褐

色
の

斑
点

が
散

在
す

る
．

頭
は

三
角

形
で

口
先

は
平

た
く

突
出

．

生
態

は
，

山
地

森
林

の
湿

っ
た

場
所

や
水

辺
に

多
く

，
特

に
渓

流
沿

い
で

み
か

け
る

．
食

性
は

，
小

型
の

哺
乳

類
・

鳥
類

・
爬

虫
類

・
両

生
類

と
幅

広
い

．
ハ

ブ
毒

ほ
ど

強
く

な
い

が
注

意
が

必
要

．
攻

撃
性

も
弱

い
こ

と
も

あ
り

，
沖

縄
で

は
ニ

ー
ブ

ヤ
ー

( 寝
ぼ

け
者

) と
も

よ
ば

れ
て

い
る

．
山

地
か

ら
平

地
に

か
け

て
生

息
す

る
．

奄
美

大
島

・
徳

之
島

で
は

普
通

に
み

か
け

る
蛇

で
あ

り
，ハ

ブ
よ

り
多

い
．台

湾
，

南
中

国
の

近
縁

種
は

，
高

山
地

帯
に

分
布

し
て

い
る

．
動

物
地

理
学

的
に

も
興

味
深

い
種

類
で

あ
る

．

ハ
ブ ハ

ブ
固

有
亜

種
．

奄
美

大
島

と
そ

の
属

島
・

徳
之

島
・

沖
縄

諸
島

．
毒

性
は

血
液

毒
で

あ
る

．

全
長

10
0–

22
0c

m
前

後
，

ハ
ブ

属
で

も
最

大
級

で
攻

撃
性

が
高

い
．

体
色

は
変

異
が

多
く

，
土

地
の

人
は

体
色

に
よ

っ
て

金
ハ

ブ
・

銀
ハ

ブ
と

呼
ん

で
い

る
．

徳
之

島
に

は
黒

い
ハ

ブ
も

い
る

．
一

般
的

に
，

背
面

が
黄

褐
色

で
，

暗
褐

色
の

不
規

則
な

独
特

の
斑

紋
が

あ
る

．
頭

は
大

き
く

長
い

三
角

形
を

し
て

い
る

．

生
態

は
山

地
・

平
地

・
海

岸
線

の
岩

場
に

も
姿

を
現

す
．

食
性

は
，

幼
蛇

時
は

ト
カ

ゲ
類

な
ど

を
餌

と
し

，
成

蛇
に

な
る

と
哺

乳
類

や
鳥

類
な

ど
の

温
血

動
物

を
好

ん
で

食
べ

る
．

そ
の

他
い

ろ
い

ろ
な

脊
椎

動
物

を
食

べ
る

．
夜

行
性

．
著

者
の

観
察

で
は

，
奄

美
大

島
で

は
地

上
を

這
う

個
体

を
，

徳
之

島
で

は
樹

上
で

の
確

認
例

が
多

い
よ

う
で

あ
る

．

著
者

の
観

察
で

は
，

秋
，

徳
之

島
で

13
時

頃
，

2
ｍ

大
の

ハ
ブ

が
，

大
木

を
上

手
に

上
り

，
枝

伝
い

に
水

平
に

泳
ぐ

よ
う

な
動

き
で

5
ｍ

移
動

し
，

枯
れ

枝
に

体
重

が
か

か
っ

た
瞬

間
，

枝
が

折
れ

，
枝

も
ろ

と
も

落
下

し
て

き
た

．
ハ

ブ
は

頭
上

も
注

意
．

ト
カ

ラ
ハ

ブ
固

有
亜

種
．

小
宝

島
と

宝
島

だ
け

に
分

布
．

体
長

は
60

–1
15

cm
で

，
ハ

ブ
に

比
べ

や
や

小
型

で
あ

る
．

体
色

は
，

白
色

(淡
桃

色
)の

地
に

黒
い

文
様

を
備

え
た

も
の

と
，

体
全

体
が

黒
化

し
た

も
の

と
の

二
型

が
あ

る
．

白
と

黒
の

出
現

率
は

九
対

一
の

割
合

で
白

色
系

の
ほ

う
が

多
い

．

捕
獲

し
た

場
所

は
，

い
ず

れ
も

沢
沿

い
や

湧
水

池
で

あ
り

，
餌

と
な

る
リ

ュ
ウ

キ
ュ

ウ
カ

ジ
カ

ガ
エ

ル
の

生
息

域
と

重
な

る
．

地
域

の
人

の
話

で
は

，
春

と
秋

の
渡

り
鳥

の
季

節
は

地
上

よ
り

も
，

樹
上

の
ハ

ブ
が

多
く

，
渡

り
鳥

の
小

鳥
を

捕
食

す
る

た
め

で
あ

る
．

ま
た

，
そ

の
年

の
気

温
に

も
よ

る
が

12
月

か
ら

3
月

ま
で

冬
眠

す
る

．

著
者

ら
の

二
時

間
の

調
査

(1
99

8
年

・
盛

夏
・

夜
間

) で
白

色
型

だ
け

4
頭

捕
獲

し
た

．
こ

の
こ

と
か

ら
島

内
の

生
息

状
況

は
白

色
が

多
く

，
絶

対
数

も
多

い
こ

と
が

推
察

さ
れ

る
．

分
布

，
形

態
お

よ
び

生
態

の
内

容
に

は
，

中
村

・
上

野
（

19
76

），
疋

田
（

19
89

）
の

情
報

を
含

む
．
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図 2．鹿児島県のヘビ類．A：メクラヘビ，1992 年 10 月 1 日，宝島；B：タカチホヘビ，2007 年 8 月 25 日，さつま町；C：ア
マミタカチホヘビ，2012 年 12 月１日，徳之島；D：シマヘビ，2007 年 7 月 9 日，薩摩川内市；E：ジムグリ，2002 年 9 月 10
日，屋久島；F：アオダイショウ，2007 年 8 月 9 日，伊佐市；G：リュウキュウアオヘビ，2007 年 8 月 29 日，奄美大島；H：
アカマタ，2007 年 6 月 11 日，奄美大島；I：シロマダラ，1995 年 4 月 10 日，旧山川町．
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図 2．続き．鹿児島県のヘビ類．J：ヒバカリ，1995 年 6 月 1 日，南九州市；K：ガラスヒバア，2007 年 8 月 28 日，奄美大島；L：
ヤマカガシ，2006 年 8 月 24 日，種子島；M：ヒャン，1986 年 9 月 1 日，奄美大島；N：ハイ，1985 年 9 月 3 日，徳之島；O：
マムシ，2007 年 8 月 2 日，姶良市；P：ヒメハブ，2012 年 1 月 19 日，徳之島）．Q：ハブ：1992 年 7 月 20 日，奄美大島；R：
トカラハブ，1998 年 7 月 30 日，宝島．
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ヤマカガシは昼行性が強く，シロマダラ，アカマ

タ，ハブ，ヒメハブおよびマムシは夜行性が強い

と考えられている．しかし習性は多様であり，昼

行性と夜行性をはっきり区別することは困難であ

るため，一般的な傾向として捉えるべきである．

著者らはシマヘビやリュウキュウアオヘビが昼間

に，アカマタが夜間に寝ているところを観察して

おり，一般的な習性とは真逆な事例もあった．

睡眠中のヘビの共通点としては，①地上より

20–30 cm の高さの小灌木または落枝の上，②眼

（瞼はないため）は開いたまま，体全体が脱力状態，

③目覚めは視覚や聴覚からではなく，触覚からの

刺激であった．

　人為的な移入種によるヘビ相の攪乱と地域絶滅　コ

イタチはかつて奄美群島への地域外移入種（鼠害

対策）として導入された．喜界島，沖永良部島，

与論島などのヘビ類の激減はコイタチが原因であ

ると考えられている．奄美大島では外来生物マン

グース（ハブ害対策）によって生態系の攪乱が起

こり，現在大きな環境問題を起こしている．

　毒蛇　ヤマカガシ，ヒャン，ハイ，マムシ，ヒ

メハブ，ハブおよびトカラハブは毒蛇である．種

により毒成分の違いはあるが，いずれの種も取扱

いに十分な注意が必要である．
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